
(57)【要約】

【課題】橋梁や桟橋等の構造物の防食性と景観性を向上

し、しかも点検・補修時の恒久足場として使用可能なパ

ネルカバーを提供する。

【解決手段】構造物の側面と下面を面状に覆ったパネル

カバーであって、防食性を有する薄金属板からなる外側

外皮と内側外皮を平行に対向させ、両外皮間に充填材を

充填して一体形成したパネルＡの一端側に凸接合部、他

端側に凹接合部を形成し、前記パネルの凸接合部と凹接

合部を嵌合接合して面状パネルカバーとし、該パネルカ

バーの接合部を横断する方向に配置した複数列の縦梁と

各パネルの接合部近傍の内側を固定し、前記縦梁を適宜

間隔毎に配置した支持材によって構造物に連結したパネ

ルカバーである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
橋 梁 構 造 物 ま た は 桟 橋 上 部 工 の 側 面 と 下 面 を 面 状 に 覆 っ た パ ネ ル カ バ ー で あ っ て 、 防 食 性
を 有 す る 薄 金 属 板 か ら な る 外 側 外 皮 と 内 側 外 皮 を 平 行 に 対 向 さ せ 、 両 外 皮 間 に 充 填 材 を 充
填 し て 一 体 形 成 し た パ ネ ル Ａ の 一 端 側 に 凸 接 合 部 、 他 端 側 に 凹 接 合 部 を 形 成 し 、 前 記 パ ネ
ル の 凸 接 合 部 と 凹 接 合 部 を 嵌 合 接 合 し て 面 状 パ ネ ル カ バ ー と し 、 該 パ ネ ル カ バ ー の 接 合 部
を 横 断 す る 方 向 に 配 置 し た 複 数 列 の 縦 梁 と 各 パ ネ ル の 接 合 部 近 傍 の 内 側 を 固 定 し 、 前 記 縦
梁 を 適 宜 間 隔 毎 に 配 置 し た 支 持 材 に よ っ て 構 造 物 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 構 造 物 の 側
面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
橋 梁 構 造 物 ま た は 桟 橋 上 部 工 の 側 面 と 下 面 を 面 状 に 覆 っ た パ ネ ル カ バ ー で あ っ て 、 防 食 性
を 有 す る 薄 金 属 板 か ら な る 平 坦 な 外 側 外 皮 と 適 宜 間 隔 毎 に 山 形 に 形 成 し た リ ブ を 有 す る 内
側 外 皮 を 対 向 さ せ 、 両 外 皮 間 に 充 填 材 を 充 填 し て 一 体 形 成 し た パ ネ ル Ｂ の 端 部 リ ブ に 接 合
部 を 設 け 、 該 接 合 部 を パ ッ キ ン 材 と 山 形 カ バ ー を 用 い て 接 合 し て 面 状 パ ネ ル カ バ ー と し 、
該 パ ネ ル カ バ ー の 接 合 部 を 横 断 す る 方 向 に 配 置 し た 複 数 列 の 縦 梁 と 各 パ ネ ル 内 側 の リ ブ 部
を 固 定 し 、 前 記 縦 梁 を 適 宜 間 隔 毎 に 配 置 し た 支 持 材 に よ っ て 構 造 物 に 連 結 し た こ と を 特 徴
と す る 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 パ ネ ル の 外 側 外 皮 を チ タ ン ま た は ス テ ン レ ス 製 の 薄 板 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー を 足 場 と し て 使 用 可 能 な 強 度 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
桟 橋 上 部 工 の 下 面 を 面 状 に 覆 う パ ネ ル カ バ ー が 、 パ ネ ル よ り 下 方 の 構 造 体 の 外 周 を 被 覆 し
た 防 食 用 の 耐 食 性 金 属 ラ イ ニ ン グ 材 に 密 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
構 造 物 の 下 面 と 側 面 を 覆 う 足 場 兼 用 の パ ネ ル カ バ ー の 設 置 方 法 に お い て 、 施 工 範 囲 の 一 端
部 に 設 け た 作 業 ス テ ー ジ 上 に て 、
（ １ ） 吊 上 げ た パ ネ ル の 接 合 部 を 前 方 パ ネ ル の 接 合 部 に 突 き 合 せ 、 パ ネ ル の 接 合 部 を 横 断
す る 方 向 に 配 置 し た 複 数 列 の 縦 梁 と 各 パ ネ ル の 接 合 部 近 傍 の 内 側 を 固 定 し て 接 合 延 長 す る
工 程 、 （ ２ ） パ ネ ル を 固 定 し た 縦 梁 を 構 造 物 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 す る 支 持 材 に 連
結 す る 工 程 、 （ ３ ） 接 合 延 長 し た パ ネ ル を 前 方 に 移 動 す る 工 程 、
を 繰 り 返 し て 構 造 物 の 下 面 全 域 に 面 状 パ ネ ル カ バ ー の 設 置 を 完 了 し た 後 、 作 業 者 が パ ネ ル
カ バ ー 上 を 歩 行 し な が ら 支 持 材 を 構 造 物 に 固 定 し 、 次 に 構 造 物 の 上 面 側 方 か ら 側 面 パ ネ ル
を 下 ろ し な が ら 側 面 パ ネ ル の 下 端 を 下 面 の パ ネ ル カ バ ー の 側 端 と 接 合 し 、 側 面 パ ネ ル の 上
端 部 を 構 造 物 の 側 部 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー
の 設 置 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 新 設 ま た は 既 設 の 橋 梁 構 造 物 や 水 底 に 設 置 さ れ る 桟 橋 等 の 構 造 物 に 適 用 さ れ 、
こ れ ら の 構 造 物 を 防 食 し 、 景 観 性 を 向 上 さ せ 、 点 検 ・ 補 修 持 の 恒 久 足 場 と す る こ と も で き
る 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 面 状 に 覆 う パ ネ ル カ バ ー の 構 造 お よ び 設 置 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
屋 外 に 設 置 さ れ て い る 構 造 物 は 常 時 、 日 射 ・ 風 雨 に 曝 さ れ て い る た め 腐 食 し や す く 、 特 に
海 底 に 杭 支 持 さ れ た 桟 橋 や 海 岸 地 帯 に 設 置 さ れ る 橋 梁 等 は 飛 来 塩 分 に よ る 厳 し い 腐 食 環 境
に あ る 。 ま た 、 交 通 量 の 多 い 都 市 内 橋 梁 等 で も 排 気 ガ ス 等 に よ る 腐 食 環 境 が 厳 し い 場 所 が
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あ る 。
こ の た め 、 鋼 製 橋 梁 で は 従 来 か ら 高 度 な 塗 装 仕 様 と し た り 、 橋 梁 構 造 体 （ 以 下 、 橋 体 ） を
構 成 す る 主 桁 や 横 桁 等 の 部 材 に 耐 候 性 鋼 材 を 用 い た 防 食 対 策 が 施 さ れ て い た 。 し か し 、 高
度 な 塗 装 仕 様 は 初 期 コ ス ト が 高 く な る と 共 に 塗 装 の 塗 り 替 え 等 、 維 持 コ ス ト も 高 く な る 。
一 方 、 最 近 の 傾 向 と し て 市 街 地 や 観 光 地 の 橋 梁 は 自 然 環 境 と の 調 和 か ら 景 観 性 が 重 視 さ れ
て き て お り 、 橋 梁 の 主 桁 ・ 横 桁 等 の 橋 体 の 側 面 や 下 面 を 化 粧 パ ネ ル で 覆 っ た も の が 増 え て
き て い る 。 こ の 化 粧 パ ネ ル は 橋 体 を 覆 っ て い る た め 外 部 大 気 を 遮 断 す る た め 防 食 作 用 も 有
す る が 、 各 パ ネ ル は 平 面 板 と し て 主 に 風 荷 重 に 耐 え 得 る 剛 性 を 確 保 す る た め 、 所 要 の 板 厚
の 金 属 板 が 用 い ら れ 比 較 的 小 さ な パ ネ ル に 分 割 さ れ て い る 。 ま た 、 分 割 さ れ た パ ネ ル を ビ
ス 等 で 固 定 す る た め の 下 地 材 も 剛 性 と 細 か な 配 置 が 必 要 で あ り 、 ト ー タ ル の 鋼 材 重 量 も 大
き く 、 材 料 ・ 加 工 ・ 取 付 の 各 工 費 も 大 き く 不 経 済 な 構 造 と な っ て い る 。 ま た 、 既 設 橋 へ の
設 置 で は そ の 荷 重 増 分 が 大 き く な り 余 裕 耐 力 に 収 ま ら な い こ と も あ る 。
こ れ ら の 課 題 を 解 消 す る も の と し て 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ ４ ７ ５ 号 で は 橋 体 等 の 構 造 物
の 側 面 と 下 面 を シ ー ト 材 で 覆 っ た 防 食 構 造 物 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 防 食 構 造 物 は 、 複 数
の Ｉ ビ ー ム 材 ま た は 類 似 の 部 材 ま た は 鋼 管 か ら 構 成 さ れ た 構 造 物 の 外 面 に 可 撓 性 か つ 、 気
密 性 の シ ー ト 材 を 張 っ て 設 け 、 内 部 を 気 密 構 造 と し た 防 食 構 造 で あ る 。 シ ー ト 材 は 囲 わ れ
た 内 部 空 間 に 送 気 し た 空 気 圧 に よ っ て 膨 張 さ せ て 形 状 を 保 持 す る よ う に し て い る 。
ま た 、 特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ９ ８ 号 に は 、 防 食 ・ 美 観 の 目 的 で 金 属 製 の 管 状 ス ペ ー ス フ レ ー
ム を 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ハ ウ ジ ン グ 外 殻 で 覆 っ た 建 造 物 構 造 体 が 開 示 さ れ て い る 。
一 方 、 海 底 に 設 置 さ れ る 桟 橋 は 支 持 杭 や 上 部 工 に 海 水 が 直 接 ま た は 波 し ぶ き と し て か か る
た め 極 め て 腐 食 条 件 が 厳 し い た め 、 従 来 か ら 樹 脂 塗 料 の 厚 塗 り に よ る 重 防 食 が 施 さ れ て い
た 。 し か し 、 塗 料 は 経 年 劣 化 す る た め 定 期 的 な 塗 り 替 え を 要 す る こ と か ら 最 近 は ス テ ン レ
ス や チ タ ン 等 の 耐 食 性 金 属 シ ー ト を 杭 や 骨 組 部 材 に 巻 き 付 け て 被 覆 す る 金 属 ラ イ ニ ン グ 防
食 が 採 用 さ れ て き て い る 。 例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － １ ７ ５ ０ ７ ６ 号 に は 海 洋 構 造 物 の 杭 外 周
に ス テ ン レ ス 、 モ ネ ル 等 の 耐 食 性 を 有 す る 薄 金 属 シ ー ト を イ ン ダ イ レ ク ト シ ー ム 溶 接 に よ
っ て 密 着 被 覆 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ ４ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ９ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
橋 梁 構 造 に お け る 従 来 技 術 の 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ ４ ７ ５ 号 及 び 特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ９ ８
号 に 開 示 さ れ て い る も の は 、 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を シ ー ト 材 で 覆 っ た も の で あ る が 、 以 下
の 課 題 が あ っ た 。
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ ４ ７ ５ 号 に 開 示 さ れ て い る も の は 、 シ ー ト 材 を 形 状 保 持 さ せ る た め
シ ー ト で 覆 っ た 内 部 空 間 を 気 密 と し て い る が 、 橋 体 を 気 密 に 覆 う こ と は 非 常 に 困 難 で あ る
。 特 に 主 桁 端 部 は 下 部 工 と の 取 合 い や 排 水 ・ 落 橋 防 止 装 置 や 添 架 管 等 が 輻 輳 し て お り 、 気
密 構 造 に す る こ と は 極 め て 困 難 で あ り 、 高 い 工 費 と 工 期 を 要 す る 。 ま た 、 通 過 車 両 に よ る
振 動 ・ 衝 撃 の 影 響 を 受 け や す い 箇 所 で 気 密 性 の 確 保 に も 問 題 も あ り 、 も し 、 部 分 的 に 損 傷
し て 気 密 性 が 損 な わ れ た 場 合 は 形 状 保 持 が で き ず に 橋 体 を 覆 っ た シ ー ト が 大 き く 変 形 し 、
景 観 を 悪 化 す る も の に な る 可 能 性 も あ る 。
ま た 、 大 型 橋 梁 に 適 用 す る 場 合 は 内 部 空 間 が 広 い た め 内 圧 を 確 保 す る た め に は 大 型 の 送 風
機 の 運 転 が 必 要 で 、 設 備 費 、 運 転 経 費 が 高 額 と な る 問 題 も あ る 。
ま た 、 特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ９ ８ 号 に 開 示 さ れ て い る も の は 細 長 の ス ペ ー ス フ レ ー ム 部 材 を
連 結 し た 建 造 物 構 造 体 の 下 面 を 空 気 力 学 的 形 状 を し た ハ ウ ジ ン グ 外 殻 で 覆 っ た も の で あ る
が 、 ハ ウ ジ ン グ 外 殻 と し て 使 用 さ れ て い る 材 料 が プ ラ ス チ ッ ク （ Ｇ Ｒ Ｐ ） で あ る た め 経 年
劣 化 に よ る 耐 久 性 に 課 題 が あ る 。
ま た 、 上 記 の 如 く シ ー ト 材 や ハ ウ ジ ン グ 外 殻 で 橋 体 等 の 構 造 物 を 覆 っ た 場 合 、 シ ー ト が 薄
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い と 温 度 変 化 に よ っ て 内 部 に 結 露 が 生 じ や す く 防 食 上 課 題 が あ っ た 。 一 方 、 桟 橋 に お い て
は 上 記 従 来 技 術 の 金 属 ラ イ ニ ン グ 防 食 を 用 い れ ば 、 海 洋 構 造 物 を メ ン テ ナ ン ス フ リ ー で 超
長 期 的 に 防 食 す る こ と が で き る 。 し か し 、 水 平 材 、 垂 直 材 、 斜 材 が 複 雑 に 入 り 組 ん で 構 成
さ れ た 骨 組 構 造 の 上 部 工 に 適 用 す る 場 合 、 特 に Ｔ Ｋ Ｙ ジ ョ イ ン ト の 格 点 部 に 耐 食 性 金 属 ラ
イ ニ ン グ を 行 う こ と は 困 難 で あ る 。
ま た 、 こ れ ら 桟 橋 や 橋 梁 等 の 構 造 物 は 定 期 ・ 不 定 期 に 行 う 点 検 ・ 補 修 持 に 、 大 掛 か り な 足
場 を 必 要 と す る た め 、 こ の 足 場 組 立 て ・ 解 体 に 多 大 な 経 費 と 作 業 工 期 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 橋 梁 等 の 構 造 物 や 腐 食 環 境 の 厳 し い 場 所 に 設 置 さ れ る 桟 橋 等 の 構 造 物 の 防 食 性
と 景 観 性 を 向 上 し 、 し か も 点 検 ・ 補 修 時 の 恒 久 足 場 と し て 使 用 可 能 な パ ネ ル カ バ ー を 提 供
す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
上 記 従 来 技 術 の 課 題 を 解 消 す る た め 、 本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー は 以 下 の 構 成 と し た 。
構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 面 状 に 覆 っ た パ ネ ル カ バ ー で あ っ て 、 防 食 性 を 有 す る 薄 金 属 板 か ら
な る 外 側 外 皮 と 内 側 外 皮 を 平 行 に 対 向 さ せ 、 両 外 皮 間 に 充 填 材 を 充 填 し て 一 体 形 成 し た パ
ネ ル Ａ の 一 端 側 に 凸 接 合 部 、 他 端 側 に 凹 接 合 部 を 形 成 し 、 前 記 パ ネ ル の 凸 接 合 部 と 凹 接 合
部 を 嵌 合 接 合 し て 面 状 パ ネ ル カ バ ー と し 、 該 パ ネ ル カ バ ー の 接 合 部 を 横 断 す る 方 向 に 配 置
し た 複 数 列 の 縦 梁 と 各 パ ネ ル の 接 合 部 近 傍 の 内 側 を 固 定 し 、 前 記 縦 梁 を 適 宜 間 隔 毎 に 配 置
し た 支 持 材 に よ っ て 構 造 物 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 覆 う パ ネ ル
カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 パ ネ ル カ バ ー を 構 成 す る パ ネ ル は 、 内 側 外 皮 を 山 形 リ ブ に 形 成 し 両 外 皮 間 に 充 填 材 を
充 填 し て 一 体 形 成 し た パ ネ ル Ｂ と し 、 端 部 リ ブ に 接 合 部 を 設 け 該 接 合 部 を パ ッ キ ン 材 と 山
形 カ バ ー を 用 い て 接 合 し て 面 状 パ ネ ル カ バ ー と す る こ と も で き る 。 こ の パ ネ ル Ｂ は 剛 性 が
た か く な る た め 足 場 兼 用 の パ ネ ル カ バ ー に す る 場 合 有 利 と な る 。
前 記 パ ネ ル の 外 側 外 皮 を チ タ ン ま た は 高 耐 食 ス テ ン レ ス 製 の 薄 板 と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 下 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー は 、 パ ネ ル 強 度 、 縦 梁 、 支 持 材 を 足 場 と し て 使 用 可 能 な 強 度
に す れ ば 足 場 兼 用 の パ ネ ル カ バ ー と す る こ と が で き る 。
本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー は 橋 梁 の 主 桁 等 や 水 底 に 杭 支 持 さ れ た 桟 橋 上 部 工 の 下 面 や 側 面 を 覆
う パ ネ ル カ バ ー と し て 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー の 設 置 方 法 は 、 設 置 範 囲 の 一 端 部 に 設 け た 作 業 ス テ ー ジ 上 に
て 、 （ １ ） 吊 上 げ た パ ネ ル の 接 合 部 を 前 方 パ ネ ル の 接 合 部 に 突 き 合 せ 、 パ ネ ル の 接 合 部 を
横 断 す る 方 向 に 配 置 し た 複 数 列 の 縦 梁 と 各 パ ネ ル の 接 合 部 近 傍 の 内 側 を 固 定 し て 接 合 延 長
す る 工 程 、 （ ２ ） パ ネ ル を 固 定 し た 縦 梁 を 構 造 物 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 す る 支 持 材
に 連 結 す る 工 程 、 （ ３ ） 接 合 延 長 し た パ ネ ル を 前 方 に 移 動 す る 工 程 、
を 繰 り 返 し て 構 造 物 の 下 面 全 域 に 面 状 パ ネ ル カ バ ー の 設 置 を 完 了 し た 後 、 作 業 者 が パ ネ ル
カ バ ー 上 を 歩 行 し な が ら 支 持 材 を 構 造 物 に 固 定 し 、 次 に 構 造 物 の 上 面 側 方 か ら 側 面 パ ネ ル
を 下 ろ し な が ら 側 面 パ ネ ル の 下 端 を 下 面 の パ ネ ル カ バ ー の 側 端 と 接 合 し 、 側 面 パ ネ ル の 上
端 部 を 構 造 物 の 側 部 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る パ ネ ル カ バ ー を 橋 両 下 部 と 側 面 に 設 置 し た 正 面 図 で 、 図 ２ は 図 １ の Ａ
－ Ａ 矢 視 の 側 面 図 で あ る 。
橋 梁 構 造 物 の Ｉ 形 鋼 の 主 桁 ８ 等 で 構 成 さ れ た 橋 体 下 面 に 、 幅 員 方 向 に 長 く 橋 軸 方 向 に 短 い
パ ネ ル ２ を 短 手 方 向 の 両 端 部 に 形 成 し た 凹 接 合 部 ３ と 凸 接 合 部 ４ を 嵌 合 し 、 こ の パ ネ ル 接
合 部 を 横 断 す る 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） に 間 隔 を お い て 縦 梁 ５ を 配 置 し 、 該 縦 梁 ５ と 各 パ ネ ル ２
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の 接 合 部 を 固 定 具 ６ （ 以 下 、 「 固 定 具 Ａ 」 と い う 。 ） で 固 定 し 、 前 記 パ ネ ル ２ に 固 定 し た
縦 梁 ５ を 直 交 方 向 の 適 宜 間 隔 に 配 置 し た 横 梁 ７ に 固 定 し 、 該 横 梁 ７ を 橋 梁 の 主 桁 ８ の 下 フ
ラ ン ジ ９ に 支 持 材 （ ク ラ ン プ ） １ ０ に よ っ て 支 持 し て 橋 体 の 下 面 を 覆 う 下 面 パ ネ ル カ バ ー
１ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 橋 体 の 側 面 に は パ ネ ル ２ が 上 端 部 を 橋 梁 の 路 肩 部 の 地 覆 に 固 定
さ れ 、 下 端 部 を 前 記 下 面 の パ ネ ル ２ の 端 部 に 接 合 し 、 中 間 部 を 橋 梁 構 造 物 に 一 端 を 支 持 し
た フ レ ー ム に 支 持 さ れ て 側 面 パ ネ ル カ バ ー １ １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
＜ パ ネ ル ＞
本 発 明 に 用 い る パ ネ ル ２ は 、 平 面 形 状 が 長 方 形 で あ っ て 短 辺 方 向 に 接 合 端 部 を 設 け て い る
。
各 パ ネ ル ２ は 図 ３ に 示 す よ う に 防 食 性 を 有 す る 薄 金 属 板 か ら な る 外 側 外 皮 １ ２ と 内 側 外 皮
１ ３ を 平 行 に 対 向 さ せ 、 両 外 皮 間 に 充 填 材 １ ４ を 充 填 し て 一 体 形 成 し た サ ン ド イ ッ チ パ ネ
ル の 一 端 側 に 凸 接 合 部 ４ を 、 他 端 側 に 凹 接 合 部 ３ を 形 成 し た フ ラ ッ ト タ イ プ の パ ネ ル １ ５
（ 以 下 、 「 パ ネ ル Ａ 」 と い う 。 ） と 、 図 ５ に 示 す よ う に 防 食 性 を 有 す る 薄 金 属 板 か ら な る
平 坦 な 外 側 外 皮 １ ２ と 、 適 宜 間 隔 毎 に 山 形 に 形 成 し た リ ブ を 有 す る 内 側 外 皮 １ ６ を 対 向 さ
せ 、 両 外 皮 間 に 充 填 材 １ ４ を 充 填 し て 一 体 形 成 し た パ ネ ル の 端 部 リ ブ に 接 合 部 を 設 け 、 該
接 合 部 を パ ッ キ ン グ 材 １ ７ と 山 形 部 を 用 い て 接 合 す る 山 形 パ ネ ル タ イ プ の パ ネ ル １ ８ （ 以
下 、 「 パ ネ ル Ｂ 」 と い う 。 ） が あ る 。 パ ネ ル Ｂ は 剛 性 が 高 い た め 足 場 兼 用 パ ネ ル と し て 用
い る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
パ ネ ル ２ を 構 成 す る 内 側 ・ 外 側 の 外 皮 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ６ は 、 耐 食 性 金 属 鋼 板 、 メ ッ キ 鋼 板
、 合 成 樹 脂 被 覆 鋼 板 、 塗 装 鋼 板 等 の 防 食 性 を 有 す る 薄 金 属 を 用 い る 。 特 に 外 側 外 皮 １ ２ と
し て チ タ ン や 高 級 ス テ ン レ ス 材 を 用 い る と 耐 久 性 を 一 段 と 高 め る こ と が で き る 。
パ ネ ル ２ の 内 側 ・ 外 側 の 外 皮 間 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ６ に 充 填 す る 充 填 材 １ ４ は 、 断 熱 性 ・ 耐 火
性 を 有 す る イ ソ シ ア ヌ レ ー ト や ウ レ タ ン 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 の 発 泡 体 、 ロ
ッ ク ウ ー ル ま た は こ れ ら に ガ ラ ス 繊 維 を 混 合 分 散 さ せ た も の を 使 用 す る 。
パ ネ ル ２ の 接 合 端 は 、 パ ネ ル Ａ で は 図 ３ 、 ４ に 示 す よ う に 内 外 の 外 皮 １ ２ 、 １ ３ 端 部 を 内
側 に Ｕ 字 状 に 折 り 曲 げ て 充 填 材 １ ４ に 埋 め 込 ん だ 状 態 に 端 部 の 凹 凸 接 合 部 ３ 、 ４ を 形 成 し
凹 接 合 部 ３ 側 に は パ ッ キ ン グ 材 １ ７ を 設 け て い る 。 ま た 、 パ ネ ル Ｂ で は 図 ５ 、 ６ に 示 す よ
う に 山 形 部 を 接 合 端 と し 、 一 端 側 の 下 部 に 突 起 部 １ ９ を 設 け 、 他 端 側 の 下 部 は 前 記 突 起 部
１ ９ に 対 応 す る 段 差 部 ２ ０ を 設 け 山 形 頂 部 を 包 む よ う に 内 側 外 皮 １ ６ を 張 り 出 し 、 接 合 端
間 に は パ ッ キ ン グ 材 １ ７ を 介 在 さ せ て い る 。
上 記 パ ネ ル ２ は 建 築 物 の 壁 材 、 屋 根 材 と し て 日 鉄 鋼 板 株 式 会 社 か ら 登 録 商 標 イ ソ バ ン ド （
パ ネ ル Ａ ） や 登 録 商 標 イ ソ ダ ッ ハ （ パ ネ ル Ｂ ） と し て 市 販 さ れ て い る 製 品 を 使 用 す る こ と
が で き る 。 こ れ ら の 製 品 は 内 外 の 外 皮 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ６ と し て 亜 鉛 合 金 メ ッ キ し た 鋼 板 に
ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 や フ ッ ソ 樹 脂 お よ び こ れ ら に ガ ラ ス 繊 維 強 化 し た カ ラ ー 鋼 板 が 用 い ら れ
、 充 填 材 １ ４ と し て ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 ポ リ イ ソ シ ア ヌ レ ー ト フ ォ ー ム や ロ ッ ク ウ ー
ル が 用 い ら れ た サ ン ド イ ッ チ パ ネ ル で あ る 。 こ の サ ン ド イ ッ チ パ ネ ル は 、 充 填 材 １ ４ は 断
熱 性 、 耐 火 性 に 優 れ た 性 能 を 有 し 、 多 様 な 色 彩 の 製 品 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ パ ネ ル の 固 定 ＞
各 パ ネ ル ２ は 接 合 部 を 横 断 す る 方 向 の 適 宜 間 隔 毎 に 配 置 し た 縦 梁 ５ に よ っ て パ ネ ル 内 側 を
固 定 し て 面 状 パ ネ ル と し 、 面 状 パ ネ ル を 固 定 し た 縦 梁 ５ を 直 接 ま た は 、 横 梁 ６ を 介 し て 支
持 材 １ ０ に よ っ て 構 造 物 の 部 材 に 固 定 さ れ る 。
図 ４ 、 ７ は パ ネ ル Ａ の 接 合 部 を 横 断 し て 固 定 す る 縦 梁 ５ と 固 定 具 Ａ で あ っ て 、 縦 梁 ５ と し
て リ ッ プ 溝 形 鋼 を 使 用 し 、 凹 凸 接 合 端 ３ 、 ４ を 嵌 合 さ せ た パ ネ ル 接 合 部 の 左 右 に 渡 っ て 縦
梁 ５ を 包 み 込 む ハ ッ ト 形 の 固 定 具 Ａ を 配 置 し 、 固 定 具 Ａ の フ ラ ン ジ と パ ネ ル 内 面 側 を ボ ル
ト 接 合 に よ っ て 固 定 し て い る 。 な お 、 パ ネ ル 面 に は 固 定 具 Ａ の 投 影 面 に 渡 っ て 補 強 板 を 設
け た 方 が よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-324230 A 2004.11.18



図 ８ は 内 面 側 を 適 宜 間 隔 毎 に 山 形 に 形 成 し た パ ネ ル Ｂ と 縦 梁 ５ の ハ ッ ト 形 の 固 定 具 ２ １ （
以 下 、 「 固 定 具 Ｃ 」 と い う 。 ） で あ っ て 、 山 形 頂 部 の 縦 梁 固 定 部 に は 山 形 面 を 覆 う 形 状 の
補 強 板 ２ ２ を 被 せ 、 こ の 上 に 配 設 さ れ た リ ッ プ 溝 形 鋼 か ら な る 縦 梁 ５ を 包 み 込 み 、 且 つ パ
ネ ル 山 形 に 重 な る 固 定 具 Ｃ を パ ネ ル 山 形 側 部 に ボ ル ト 接 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ９ は 前 記 パ ネ ル ２ を 固 定 し た 縦 梁 ５ と こ れ に 直 交 す る 横 梁 ６ の 固 定 部 を 示 し た も の で あ
っ て 、 前 記 ハ ッ ト 形 の 固 定 具 Ａ と 同 様 な ハ ッ ト 形 の 固 定 具 ２ ３ （ 以 下 、 「 固 定 具 Ｂ 」 と い
う 。 ） を 直 交 状 態 に 向 き 合 わ せ 、 フ ラ ン ジ 同 士 を ボ ル ト 止 め し て 縦 梁 ５ と 横 梁 ７ を 固 定 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ ０ は 横 梁 ７ を 橋 梁 の 構 造 物 に 支 持 す る 支 持 材 １ ０ で あ っ て 、 構 造 物 の 主 桁 ８ の 下 フ ラ
ン ジ ９ を 把 持 す る コ の 字 形 ク ラ ン プ を 締 付 け ボ ル ト で 固 定 す る 。 横 梁 ７ と 支 持 材 １ ０ の 連
結 は 直 接 ボ ル ト 連 結 す る 以 外 に 、 主 桁 ８ の 下 フ ラ ン ジ ９ の 左 右 を ク ラ ン プ す る 支 持 材 １ ０
か ら 吊 材 を 垂 下 し 横 梁 ７ に 固 定 す る よ う に し た 連 結 構 造 に し て も よ い 。 支 持 材 １ ０ を 固 定
す る 構 造 物 高 さ が 変 化 す る 場 合 、 吊 材 の 長 さ を 調 整 で き る よ う に し た 吊 材 を 用 い る と 容 易
に 面 状 パ ネ ル を 水 平 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
構 造 物 の 下 面 を 覆 う 面 状 パ ネ ル は 橋 梁 の 幅 員 方 向 に パ ネ ル ２ の 長 手 方 向 を 向 け て 配 置 す る
が 、 幅 員 が 数 十 ｍ に な る と １ 枚 の パ ネ ル 長 さ で は 足 り な く な る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 は 、
図 １ １ に 示 す よ う に パ ネ ル の 長 手 方 向 端 部 に ゴ ム 製 の 伸 縮 継 手 ２ ４ を 固 定 し 、 パ ネ ル 内 面
に 連 結 プ レ ー ト ２ ５ を 配 置 し て ボ ル ト 接 合 し て い る 。
図 １ １ ａ は 側 面 パ ネ ル カ バ ー １ １ と 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ の 接 合 断 面 で あ っ て 、 側 面 パ ネ ル
カ バ ー １ １ の 下 端 側 面 と 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ の 端 部 間 に ゴ ム 製 の 伸 縮 継 手 ２ ４ を 挟 み 、 コ
ー ナ ー 内 面 に 配 置 し た Ｌ 字 形 連 結 プ レ ー ト ２ ６ を 配 置 し て ボ ル ト 接 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
＜ 桟 橋 へ の 適 用 ＞
図 １ ２ は 海 底 に 設 置 し た 桟 橋 上 部 工 の 下 面 と 側 面 に 本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー １ 、 １ １ を 適 用
し た 実 施 例 で あ る 。 こ の 桟 橋 ２ ７ は 海 底 面 に 設 置 し た レ グ ２ ８ と ブ レ ー ス ２ ９ で 構 成 し た
ジ ャ ケ ッ ト ３ ０ の レ グ ２ ８ 内 に 鋼 管 杭 ３ １ を 挿 入 し 、 海 底 地 盤 中 に 打 設 し て 支 持 し た も の
で あ っ て 、 上 部 工 は Ｉ 形 鋼 の 主 桁 ８ と 横 桁 ７ を 格 子 状 に 組 み 立 て た 上 に コ ン ク リ ー ト 床 版
３ ３ ２ を 設 置 し た も の で あ る 。
こ の 桟 橋 ２ ７ の 下 面 に 設 置 し た パ ネ ル カ バ ー １ は 桟 橋 上 部 工 を 防 食 す る と 共 に 恒 久 足 場 と
し て 兼 用 す る た め 、 パ ネ ル 内 面 側 を 適 宜 間 隔 毎 に 山 形 に 形 成 し て 剛 性 を 高 め た パ ネ ル Ｂ を
用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ ３ は 上 部 工 主 桁 に パ ネ ル Ｂ を 固 定 し た 正 面 図 で あ っ て 、 山 形 パ ネ ル の 頂 部 を 横 断 す る
リ ッ プ 溝 形 鋼 か ら な る 縦 梁 ５ が 前 記 固 定 具 Ｃ に よ っ て パ ネ ル Ｂ の 接 合 部 を 含 む 一 つ 置 き の
パ ネ ル 山 形 部 側 面 に 固 定 し て い る 。 そ し て 、 前 記 パ ネ ル を 固 定 し た 縦 梁 ５ は 吊 材 ３ ３ を 介
し て 桟 橋 上 部 工 の 主 桁 ８ の Ｉ 形 鋼 下 フ ラ ン ジ ９ に 締 付 け ボ ル ト で ク ラ ン プ し た 支 持 材 １ ０
で 吊 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ ４ 、 １ ５ は 桟 橋 ２ ７ を 構 成 す る ジ ャ ケ ッ ト ３ ０ の レ グ ２ ８ の 金 属 ラ イ ニ ン グ ３ ４ と 本
発 明 の 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ を 接 合 し た 平 面 図 と 側 面 図 で あ る 。 干 満 帯 や 海 水 の 飛 沫 帯 に 位
置 す る 桟 橋 の 杭 や レ グ 材 は 極 め て 厳 し い 腐 食 環 境 に 曝 さ れ る た め 、 最 近 は こ の 部 分 に チ タ
ン や 高 級 ス テ ン レ ス 等 の 高 耐 食 性 金 属 薄 板 を 金 属 ラ イ ニ ン グ ３ ４ し た も の が 採 用 さ れ て き
て い る 。 こ の 金 属 ラ イ ニ ン グ ３ ４ は 上 端 部 を 鍔 状 に 広 げ 本 発 明 の 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ と 粘
着 材 、 接 着 剤 、 ビ ス 止 め 等 の 手 段 で 密 着 し て い る 。 ま た 、 レ グ 材 回 り を 円 形 に 切 抜 い た パ
ネ ル 内 側 端 部 ３ ５ と レ グ ２ ８ の 外 周 は コ ー キ ン グ 材 ３ ６ 等 を 充 填 し て 密 封 し て い る 。
桟 橋 上 部 工 が 鋼 管 ト ラ ス で 構 成 さ れ た も の に パ ネ ル カ バ ー １ を 設 置 す る 場 合 は 、 パ ネ ル ２
を 固 定 し た 縦 梁 ５ を 横 梁 ７ や 吊 材 ３ ３ を 介 し て 鋼 管 ト ラ ス 部 材 に 溶 接 固 定 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
＜ パ ネ ル カ バ ー の 設 置 方 法 ＞
構 造 物 の 下 面 と 側 面 に 本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー を 設 置 す る 方 法 は 、 構 造 物 の 下 方 に 仮 設 の 足
場 を 設 け て パ ネ ル を 組 立 て 設 置 す る こ と が で き る 。 し か し 、 以 下 の 設 置 方 法 を 採 用 す れ ば
大 掛 か り な 仮 設 の 足 場 を 不 要 と し 、 能 率 よ く パ ネ ル カ バ ー を 設 置 で き る 。
こ の 設 置 方 法 は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 設 置 範 囲 の 一 端 部 （ 例 え ば 橋 脚 、 橋 台 部 ） に 作 業 ス
テ ー ジ ３ ７ を 設 け 、 搬 送 し て き た 地 上 ま た は 台 船 上 の パ ネ ル ２ を 吊 上 げ て 接 合 し な が ら 構
造 物 に 吊 り 下 げ 、 前 方 に 移 動 し て 構 造 物 下 面 に パ ネ ル カ バ ー １ を 設 置 す る も の で あ る 。
（ １ ） 吊 上 げ た パ ネ ル ２ の 接 合 部 を 前 方 パ ネ ル ２ の 後 端 接 合 部 に 突 き 合 せ 、 両 パ ネ ル の 内
側 に 縦 梁 ５ を 固 定 し て 接 合 延 長 す る 。
（ ２ ） パ ネ ル ２ を 固 定 し た 縦 梁 ５ は 、 直 接 ま た は 横 梁 ７ を 介 し て 構 造 物 に 対 し て ス ラ イ ド
可 能 に 支 持 す る 支 持 材 １ ０ に 連 結 す る 。 構 造 物 の 主 桁 ８ の 下 フ ラ ン ジ ９ が 利 用 可 能 で あ れ
ば 、 支 持 材 １ ０ は 図 ７ に 示 す よ う に 締 め 付 け ボ ル ト を 緩 め た 状 態 の ク ラ ン プ で 主 桁 ８ の 下
フ ラ ン ジ ９ を 把 持 す る よ う に す れ ば よ い 。 ま た 、 構 造 物 に ガ イ ド レ ー ル を 取 り 付 け 、 パ ネ
ル の 縦 梁 ５ ま た は 横 梁 ７ に 連 結 し た 支 持 材 １ ０ に 設 け た 走 行 ロ ー ラ ー を ガ イ ド レ ー ル に 沿
っ て 走 行 す る よ う に し て も よ い 。
（ ３ ） 接 合 延 長 し た パ ネ ル ２ を 前 方 に 移 動 す る に は 、 パ ネ ル ２ の 前 端 を ウ ィ ン チ 等 の 牽 引
具 ３ ８ で 引 っ 張 る か 、 ま た は パ ネ ル ２ の 後 部 を 押 し て 移 動 す る 。
前 記 （ １ ） か ら （ ３ ） の 工 程 を 繰 り 返 し 、 構 造 物 の 下 面 全 域 に パ ネ ル カ バ ー １ を 設 置 す る
。 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ の 設 置 を 完 了 し た ら 、 作 業 者 が 下 面 パ ネ ル カ バ ー １ 上 を 歩 行 し な が
ら 例 え ば ク ラ ン プ の 締 め 付 け ボ ル ト を 締 め 付 け て 支 持 材 １ ０ を 構 造 物 に 固 定 す る 。 次 に 構
造 物 の 上 面 側 方 か ら パ ネ ル ２ を 下 ろ し な が ら 側 面 パ ネ ル カ バ ー １ １ の 下 端 を 下 面 パ ネ ル カ
バ ー １ の 側 端 と 接 合 し 、 側 面 パ ネ ル カ バ ー １ １ の 上 端 部 を 構 造 物 の 側 部 に 固 定 し て 構 造 物
の 下 面 と 側 面 を 覆 う パ ネ ル カ バ ー １ ， １ １ の 設 置 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 構 造 物 の 側 面 と 下 面 を 内 外 の 薄 金 属 製 の 外 皮 と 充 填 材 か ら な る 断 熱 性 を
有 す る サ ン ド イ ッ チ パ ネ ル で 面 状 に 覆 っ て い る た め 、 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 構 造 物 の 主 桁 や 横 桁 お よ び 付 属 部 材 等 を 腐 食 環 境 と 遮 断 し 、 ま た 内 部 空 間 の 構 造 物
に 結 露 を 生 じ さ せ る こ と が な く 長 期 に 渡 っ て 防 食 し 、 し か も 構 造 物 全 体 の 景 観 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
（ ２ ） 前 記 パ ネ ル の 外 側 外 皮 を チ タ ン ま た は 高 耐 食 ス テ ン レ ス の 薄 板 に す る と 、 さ ら に パ
ネ ル の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。
（ ３ ） 構 造 物 の 下 面 を 面 状 に 覆 う 下 面 パ ネ ル カ バ ー は 、 パ ネ ル 強 度 、 縦 梁 お よ び 支 持 材 等
の 強 度 を 足 場 と し て 使 用 可 能 な 強 度 に す る と 防 食 ・ 景 観 向 上 の 他 、 点 検 ・ 補 修 時 の 恒 久 足
場 と す る こ と も で き る 。
（ ４ ） 前 記 パ ネ ル カ バ ー を 橋 梁 構 造 物 に 適 用 し た 場 合 、 直 射 日 光 や 風 雨 を 遮 っ て 断 熱 す る
た め 橋 体 の 温 度 膨 張 ・ 収 縮 量 を 低 減 で き る た め 支 承 や 伸 縮 継 手 装 置 の コ ス ト ダ ウ ン と 長 寿
命 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 橋 脚 と 主 桁 を 剛 結 し た ラ ー メ ン 構 造 の 橋 梁 や 桟 橋 構 造 で
は 部 材 の 温 度 応 力 を 低 減 で き コ ス ト ダ ウ ン に 繋 が る 。
（ ５ ） 前 記 パ ネ ル カ バ ー を 杭 支 持 さ れ た 桟 橋 の 上 部 工 に 適 用 し た 場 合 、 杭 や ジ ャ ケ ッ ト レ
グ 等 の 干 満 帯 ・ 飛 沫 帯 を カ バ ー す る 金 属 ラ イ ニ ン グ に 密 着 し て 接 合 す る こ と に よ り 、 厳 し
い 腐 食 環 境 に 晒 さ れ る 桟 橋 全 体 の 防 食 性 能 を 一 段 と 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
（ ６ ） 構 造 物 の 下 面 と 側 面 に 本 発 明 の パ ネ ル カ バ ー を 設 置 す る 方 法 は 、 設 置 範 囲 の 一 端 部
に 小 規 模 の 作 業 ス テ ー ジ を 設 け 、 パ ネ ル を 吊 上 げ て 接 合 し な が ら 構 造 物 に 吊 り 下 げ 、 前 方
に 移 動 し て 構 造 物 下 面 に パ ネ ル カ バ ー を 設 置 す る た め 、 大 掛 か り な 仮 設 の 足 場 を 不 要 と し
、 能 率 よ く パ ネ ル カ バ ー を 面 状 に 設 置 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る パ ネ ル カ バ ー を 橋 両 下 部 と 側 面 に 設 置 し た 正 面 図
【 図 ２ 】 同 上 の 側 面 図 （ Ａ － Ａ 矢 視 ）
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【 図 ３ 】 本 発 明 に て 用 い る パ ネ ル Ａ （ フ ラ ッ ト タ イ プ ） の 長 手 方 向 断 面 図
【 図 ４ 】 パ ネ ル Ａ の 接 合 部 側 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 に て 用 い る パ ネ ル Ｂ （ 山 形 リ ブ 付 ） の 長 手 方 向 断 面 図
【 図 ６ 】 パ ネ ル Ｂ の 接 合 部 側 面 図
【 図 ７ 】 パ ネ ル 接 合 用 固 定 具 Ａ の 斜 視 図
【 図 ８ 】 固 定 具 Ｃ を 用 い て パ ネ ル Ｂ と 縦 梁 を 固 定 し た 斜 視 図
【 図 ９ 】 固 定 具 Ｂ を 用 い て 縦 梁 と 横 梁 を 固 定 し た 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 構 造 物 Ｉ 桁 フ ラ ン ジ を 把 持 す る 支 持 材 （ ク ラ ン プ ） の 斜 視 図
【 図 １ １ 】 （ ａ ） パ ネ ル 長 手 方 向 端 部 の 接 合 例 を 示 す 側 面 図
（ ｂ ） 下 面 パ ネ ル と 側 面 パ ネ ル の 接 合 部
【 図 １ ２ 】 図 本 発 明 に 係 る パ ネ ル カ バ ー を 桟 橋 上 部 工 下 部 と 側 面 に 設 置 し た 正 面 図
【 図 １ ３ 】 桟 橋 主 桁 に パ ネ ル Ｂ を 固 定 し た 正 面 図
【 図 １ ４ 】 桟 橋 上 部 工 の レ グ と パ ネ ル Ｂ の 取 り 付 け 部 の 平 面 図
【 図 １ ５ 】 同 上 側 面 図 （ Ｂ － Ｂ 矢 視 ）
【 図 １ ６ 】 パ ネ ル カ バ ー の 設 置 方 法 の 実 施 例 を 示 す 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 下 面 パ ネ ル カ バ ー
２ ： パ ネ ル
３ ： 凹 接 合 部
４ ： 凸 接 合 部
５ ： 縦 梁
６ ： 固 定 具 （ 固 定 具 Ａ ）
７ ： 横 梁
８ ： 主 桁
９ ： 下 フ ラ ン ジ
１ ０ ： 支 持 材
１ １ ： 側 面 パ ネ ル カ バ ー
１ ２ ： 外 側 外 皮
１ ３ ： 内 側 外 皮
１ ４ ： 充 填 材
１ ５ ： フ ラ ッ ト タ イ プ の パ ネ ル （ パ ネ ル Ａ ）
１ ６ ： リ ブ を 有 す る 内 側 外 皮
１ ７ ： パ ッ キ ン グ 材
１ ８ ： 山 形 パ ネ ル タ イ プ の パ ネ ル （ パ ネ ル Ｂ ）
１ ９ ： 突 起 部
２ ０ ： 段 差 部
２ １ ： 固 定 具 （ 固 定 具 Ｃ ）
２ ２ ： 補 強 板
２ ３ ： 固 定 具 （ 固 定 具 Ｂ ）
２ ４ ： 伸 縮 継 手
２ ５ ： 連 結 プ レ ー ト
２ ６ ： Ｌ 字 形 連 結 プ レ ー ト
２ ７ ： 桟 橋
２ ８ ： レ グ
２ ９ ： ブ レ ー ス
３ ０ ： ジ ャ ケ ッ ト
３ １ ： 鋼 管 杭
３ ２ ： コ ン ク リ ー ト 床 版
３ ３ ： 吊 り 材
３ ４ ： 金 属 ラ イ ニ ン グ

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-324230 A 2004.11.18



３ ５ ： パ ネ ル 内 側 端 部
３ ６ ： コ ー キ ン グ 材
３ ７ ： 作 業 ス テ ー ジ
３ ８ ： 牽 引 具

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2004-324230 A 2004.11.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 2004-324230 A 2004.11.18



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(11) JP 2004-324230 A 2004.11.18



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(12) JP 2004-324230 A 2004.11.18



【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

(13) JP 2004-324230 A 2004.11.18



フロントページの続き

(72)発明者  藤川　敬人
            東京都千代田区大手町２－６－３　新日本製鐵株式会社内
(72)発明者  木下　和宏
            東京都千代田区大手町２－６－３　新日本製鐵株式会社内
(72)発明者  山田　英行
            君津市君津１番地　新日本製鐵株式会社君津製鐵所内
(72)発明者  矢崎　光彦
            東京都江東区東陽７丁目５番８号　日鉄鋼板株式会社内
(72)発明者  秋本　孝
            福岡県北九州市小倉南区新曽根３番１５号　株式会社ケーワン内
Ｆターム(参考) 2D059 BB15  CC01  EE10  GG21 

(14) JP 2004-324230 A 2004.11.18


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

